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高温超伝導体 Bi2Sr2CaCu2O8+δ (Bi2212)の固有ジョセフソン接合系をメサ状構造に加工し、

接合の積層方向に電圧を印加することで、単一素子から最大で数十 μW レベルの単色テラ

ヘルツ波の連続発振が得られる[1, 2]。しかし、実用化に向けては発振出力の増大と線幅の

向上が必要であると考える。これまでの素子は大きな接合面積（例えば、幅 80 μm×長さ 400 

μm）をもつメサ構造を特徴とし、メサ部が振動電流の発生源であると同時に共振器とアン

テナを兼ねている。我々は、導電体でシャントされた構造をもつ Bi2212 の固有ジョセフソ

ン接合系は、導体損の観点から共振器とアンテナには好ましくな

いと考えた。そこで本研究では、振動電流発生源であるメサ部を

小さくし、共振アンテナを別構造として結合させることとした。

これによって、インピーダンスの不整合性と、大きな接合面積の

メサ内で生じる不均一性[3]の影響も小さくできると考えた。 

図１に、作製したメサ型デバイスの光学顕微鏡写真を示す。

Bi2212単結晶の表面に、一辺が20 μmの正方形のメサ部をフォト

リソグラフィーとアルゴンイオンミリングによって作りこんだ。

一辺が300 μmのAu膜を図１の赤枠の位置に配置しメサ部表面に接

触させることで、パッチアンテナ兼電流リードとして機能させ

た。理論研究において、このような素子構造が発振効率を上げる

ことが報告されている[4]。図２はこの素子の50 Kにおける電流電

圧特性とInSbホットエレクトロン検出器によるテラヘルツ波放射

の観測結果である。発振が観測されるバイアス電圧は設計した発

振周波数に合致している。詳細については当日報告する。 
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